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令
和
三
年

　元
旦

明
け
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し
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め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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め
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ま
す
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　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今年は丑年。
牛の歩みの様に矢掛町は、どっしりと一歩一歩着実に
新たな町づくりを進めていきます。
どうぞコロナが終息し、皆さんが幸せギューギューな年を
送れます様に祈念いたします。



一
方
で
、
今
年
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
３
本
柱
と
位
置
付
け
て

い
る
「
重
伝
建
」、「
道
の
駅
」、

「
無
電
柱
化
」
が
完
成
し
、
更

な
る
賑
わ
い
創
出
が
期
待
さ
れ

る
非
常
に
楽
し
み
な
一
年
で
あ

り
ま
す
。
３
月
28
日
に
オ
ー
プ

ン
を
迎
え
る
道
の
駅
の
名
称

は
、「
山
陽
道
や
か
げ
宿
」
に

決
定
し
、
飲
食
・
物
販
の
役
割

を
担
う
商
店
街
と
連
携
し
て
幅

広
い
年
代
の
人
に
親
し
ま
れ
る

施
設
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、矢
掛
商
店
街
で
は
、

お
よ
そ
旧
矢
掛
本
陣
か
ら
旧
矢

掛
脇
本
陣
の
区
間
の
無
電
柱
化

が
進
ん
で
お
り
、
往
時
を
思
わ

せ
る
風
景
が
い
よ
い
よ
形
を
成

し
ま
す
。

さ
ら
に
昨
年
末
に
は
、
歴
史

的
町
並
み
の
残
る
矢
掛
市
街
地

を
中
心
と
し
た
「
矢
掛
町
矢
掛

宿
」
が
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
に
文
部
科
学
大
臣
か

ら
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん

が
引
き
継
い
で
き
た
歴
史
と
景

観
が
全
国
的
に
重
要
で
あ
り
、

価
値
が
高
い
も
の
と
し
て
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
歴
史
的
な

日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
伝
建

制
度
に
ご
賛
同
し
て
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
す
。
今
後
も
全
国

に
誇
れ
る
矢
掛
の
町
並
み
を
継

承
し
、
歴
史
と
文
化
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
繋
げ
て
参
り
ま

す
。

あ
ふ
れ
　
か
い
て
き
で
　
げ

ん
き
な
ま
ち
」の
実
現
に
向
け
、

町
民
の
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援

を
賜
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

特
性
を
活
か
し
自
立
し
た
ま
ち

「
一
流
の
ふ
る
さ
と
」
づ
く
り

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

本
年
も
皆
様
の
熱
意
と
お
知

恵
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ
ら

に
飛
躍
さ
せ
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
議

会
を
は
じ
め
、
皆
様
の
一
層
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
健
康
で
充
実
し
た

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　

矢
掛
町
長　

山

野

通

彦

2021 年 1月

新
し
い
働
き
方
が
導
入
さ
れ
た

ほ
か
、
日
々
の
生
活
で
も
「
新

し
い
生
活
様
式
」
が
必
要
と
さ

れ
る
な
ど
各
方
面
で
大
き
な
変

化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
熊
本

県
を
中
心
に
九
州
地
方
な
ど
で

発
生
し
た
令
和
２
年
7
月
豪
雨

は
、
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ

な
ど
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
、
多
く
の
方
が
被
災
さ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
に
、改
め
ま
し
て
、

１
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

今
後
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
地

震
な
ど
、
災
害
は
多
発
化
、
大

規
模
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本

町
と
し
ま
し
て
も
防
災
・
減
災

対
策
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ

る
年
と
な
り
ま
し
た
。

本
町
で
は
今
年
度
、
一
層
の

「
災
害
に
強
い
ま
ち
」
を
目
指

し
、「
総
務
防
災
課
」
を
新
設

し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
対
応
し
た
避
難

所
の
開
設
・
運
営
訓
練
や
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
等
、
平
成

30
年
７
月
豪
雨
の
検
証
か
ら
求

め
ら
れ
る
災
害
に
強
い
地
域
づ

く
り
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
令

和
３
年
の
新
春
を
、
ご
健
勝
で

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平

素
か
ら
町
政
各
般
に
わ
た
り
、

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
罹
患
さ
れ
た
方
々

に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
治
療
に
ご
尽

力
さ
れ
て
お
り
ま
す
医
療
関
係

者
の
方
々
に
対
し
ま
し
て
、
最

大
限
の
敬
意
と
感
謝
を
表
し
ま

す
。昨

年
１
月
16
日
に
国
内
で
初

め
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
者
が
確
認
さ
れ
、そ
の
後
、

世
界
規
模
で
感
染
が
拡
大
し
、

そ
の
猛
威
は
未
だ
に
収
束
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
影
響
は
広

範
囲
に
わ
た
り
、
全
国
を
対
象

に
し
た
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
を

表
す
漢
字
が
「
密
」
で
あ
っ
た

よ
う
に
、“
３
「
密
」”
と
い
う

言
葉
が
提
唱
さ
れ
、
生
活
や
行

動
が
「
密
」
に
な
ら
な
い
よ
う

に
多
く
の
職
場
で
在
宅
勤
務
や

テ
レ
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
と
す
る

今
夏
開
催
予
定
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

も
、
ま
た
楽
し
み
の
一
つ
で
あ

り
ま
す
。
昨
年
は
史
上
初
め
て

の
大
会
延
期
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
が
、本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
共
に
盛
り
上

げ
る
べ
く
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事

業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち

づ
く
り
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま

す
。人

口
増
・
移
住
定
住
対
策
と

し
ま
し
て
は
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

補
助
金
や
定
住
促
進
助
成
金
、

結
婚
・
出
産
・
入
学
祝
金
、
保

育
料
の
無
料
化
、
18
歳
ま
で
の

医
療
費
無
料
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ

た
支
援
施
策
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。

引
き
続
き
「
や
さ
し
さ
に



明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

令
和
３
年
の
新
春
を
ご
健
勝

で
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら
町

議
会
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と

格
別
の
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
２
月
に
は
、
ク
ル
ー
ズ
船

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ

ス
」
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
急
速
に
広
が

り
、
今
も
な
お
世
界
的
に
感
染

拡
大
が
続
く
未
曾
有
の
事
態
と

な
り
ま
し
た
。

国
内
で
は
、
４
月
に
緊
急
事

態
宣
言
が
全
都
道
府
県
に
出
さ

れ
、
外
出
自
粛
の
動
き
が
強
ま

る
中
、
経
済
面
だ
け
で
な
く
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
今
年
７
月

に
延
期
す
る
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
界

に
お
い
て
も
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
し
た
。

本
町
に
お
い
て
も
、
行
事
や

イ
ベ
ン
ト
が
相
次
い
で
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
町
を
代
表
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る「
大
名
行
列
」

を
は
じ
め
、
学
校
行
事
へ
の
影

響
も
大
き
く
、
こ
の
２
月
に
開

催
を
予
定
し
て
い
た
矢
掛
本
陣

マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

を
鑑
み
、
中
止
が
決
定
し
て
お

り
ま
す
。
収
束
が
見
通
せ
な
い

中
で
、「
新
し
い
生
活
様
式
」

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
経
済
の

回
復
に
努
め
、
影
響
を
受
け
た

関
係
者
の
一
日
も
早
い
回
復
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

一
方
で
、
明
る
い
話
題
も
多

く
、昨
年
末
に
は
、矢
掛
町
矢
掛

宿
が
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
」
に
選
定
さ
れ
、
３

月
に
完
成
予
定
の
市
街
地
中
央

線
の
無
電
柱
化
や
道
の
駅
「
山

陽
道
や
か
げ
宿
」
と
合
わ
せ
て

本
町
の
「
観
光
」
に
新
た
な
風

を
吹
か
し
、
さ
ら
な
る
盛
り
上

が
り
を
見
せ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

せ
る
た
め
、
議
員
一
丸
と
な
っ

て
、
期
待
に
応
え
る
べ
く
誠
心

誠
意
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆

様
に
と
り
ま
し
て
健
康
で
実
り

多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ

り
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新

年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

そ
し
て
、
本
年
は
、「
第
６

次
振
興
計
画
」
の
後
期
基
本
計

画
の
見
直
し
の
年
で
あ
り
ま
す
。

「
や
さ
し
さ
に
あ
ふ
れ
　

か
い
て
き
で
　
げ
ん
き
な
ま

ち
」
を
将
来
像
と
し
地
域
の
自

主
性
を
生
か
し
た
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や
新
た
な

雇
用
の
創
出
と
歴
史
的
・
文
化

的
資
源
等
を
活
用
し
た
観
光
振

興
に
よ
る
賑
わ
い
の
創
出
を
重

点
目
標
と
し
て
、
掲
げ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
策
定
さ
れ
る

第
３
次
矢
掛
町
地
域
福
祉
計
画

並
び
に
第
５
次
矢
掛
町
地
域
福

祉
活
動
計
画
は
、
す
べ
て
の
住

民
が
年
齢
や
障
が
い
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
生
き
が
い
を
持
っ
て
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
「
人

に
や
さ
し
く
、
健
や
か
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
」
の
実
現
を
目
標
に

策
定
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
少
子
高
齢
化

対
策
・
農
業
の
活
性
化
対
策
、

空
き
家
対
策
、
子
育
て
支
援
事

業
、
定
住
促
進
対
策
、
企
業
誘

致
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
が
多

岐
に
わ
た
り
展
開
さ
れ
ま
す
。

町
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、「
議

会
改
革
」
を
進
め
る
中
で
議
員

一
人
一
人
が
自
覚
を
持
ち
、
町

民
の
負
託
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

議
員
の
発
言
に
責
任
を
持
ち
、

説
明
責
任
を
果
た
す
べ
く
取
り

組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
、
全

員
協
議
会
、
特
別
委
員
会
等
に

お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
町
政
問

題
の
解
決
に
向
け
て
し
っ
か
り

と
議
論
を
重
ね
る
と
と
も
に
、

公
正
で
活
力
あ
る
開
か
れ
た
議

会
運
営
を
図
り
、
町
民
の
皆
様

の
声
を
町
政
に
的
確
に
反
映
さ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
 　

矢
掛
町
議
会
議
長　

土

田

正

雄

新年のごあいさつ



【
１
月
】

　
11
日
　
矢
掛
町
防
災
士
会
　
設
立

　
12
日
　
令
和
２
年
成
人
式

　
26
日
　
矢
掛
町
消
防
出
初
式

【
２
月
】

　
７
日
　
第
４
回
矢
掛
町
ブ
ラ
ン
ド
・
移
住
・
観
光
Ｐ
Ｒ
フ
ェ
ア（
東
京
）（
〜
８
日
）

　
16
日
　
第
32
回
矢
掛
本
陣
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

　
22
日
　
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

　
26
日
　
さ
く
ら
福
祉
ネ
ッ
ト
宿
場
町
や
か
げ
　
設
立

　
27
日
　
第
１
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
会
議

【
３
月
】

　
23
日
　
町
内
３
幼
稚
園
　
閉
園
式

　
26
日
　
矢
掛
町
防
災
会
議

【
４
月
】

　
１
日
　
機
構
改
革
「
総
務
防
災
課
」・「
企
画
財
政
課
」
新
設

　
　
　
　
矢
掛
認
定
こ
ど
も
園
　
開
園

　
　
　
　
矢
掛
町
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
　
設
立

　
　
　
　
妊
娠
・
子
育
て
相
談
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　
お
ひ
さ
ま
　
開
設

　
７
日
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
　
設
置

　
24
日
　
次
亜
塩
素
酸
水
噴
霧
器
を
各
地
区
公
民
館
へ
配
付

【
５
月
】

　
20
日
　
第
３
回
矢
掛
町
議
会
第
２
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長
に

　
　
　
　
土
田
正
雄
氏
、
副
議
長
に
川
上
淳
司
氏
が
選
出

【
６
月
】

　
１
日
　
大
栄
環
境
㈱
と
災
害
廃
棄
物
等
の
処
理
に
関
す
る
協
定
締
結

　
29
日
　
矢
掛
宿
を
「
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
に
決
定

【
７
月
】

　
８
日
　
医
療
法
人
社
団 

新
風
会 

介
護
老
人
保
健
施
設 

リ
ハ
ヴ
ィ
ラ
ポ
ル

ソ
矢
掛
と
福
祉
避
難
所
の
設
置
運
営
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　
14
日
　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し
た
熊
本
県
芦
北
町
へ
支
援
物
資
を
発
送

　
18
日
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
踏
ま
え
た
避
難
所
開
設
訓
練

12月  矢掛宿「重要伝統的建造物
群保存地区」選定　

12月  やかげまるごと！
　 GoTo商店街

4月  矢掛認定こども園  開園

2月  第４回矢掛町ブランドフェア

【
８
月
】

　
１
日
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
結
団
式

　
　
　
　
や
か
げ
夏
の
行
灯
ま
つ
り
（
〜
23
日
）

　
18
日
　
備
中
西
商
工
会
と
災
害
時
の
一
時
避
難
・
災
害
復
旧
活
動
へ
の
協

力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　
30
日
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
し
た
避
難
所
開
設
・
運
営

研
修
会

【
９
月
】

　
13
日
　
中
川
地
区
防
災
訓
練

【
10
月
】

　
７
日
　
矢
掛
町
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
検
討
会
議

　
15
日
　
Ｂ
＆
Ｇ
巡
回
写
真
展
「
ス
ポ
ー
ツ
の
チ
カ
ラ
」
（
〜
24
日
）

　
16
日
　
矢
掛
宿
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
選
定
に
つ
い
て
国

文
化
審
議
会
が
文
部
科
学
大
臣
に
答
申

　
17
日
　
や
か
げ
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
ミ
ニ
版
）
開
催

　
25
日
　
岡
山
県
知
事
選
挙

　
31
日
　
令
和
２
年
度
矢
掛
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
　
表
彰
式

　
　
　
　
令
和
２
年
度
矢
掛
町
生
涯
学
習
の
つ
ど
い
　
表
彰
式
・
作
品
展

　
　
　
　
や
か
げ
郷
土
美
術
館
開
館
30
周
年
記
念
　
特
別
展
「
な
ば
た
と
し

た
か  

こ
び
と
づ
か
ん
の
世
界
展
」
（
〜
12
／
20
）

【
11
月
】

　
４
日
　
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
と
地
理
空
間
情
報
の
活
用
促
進
の
た
め

の
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　
８
日
　
鳥
取
県
・
岡
山
県
連
携
オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相
談
会

　
　
　
　
〜
鳥
取
県
若
桜
町
・
岡
山
県
矢
掛
町
〜

　
21
日
　
自
然
薯
即
売
会
（
〜
22
日
）

【
12
月
】

　
５
日
　
や
か
げ
ま
る
ご
と
！ 

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ 

商
店
街

　
５
日
　「
や
か
げ
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
実
証
運
行
（
〜
20
日
）

　
23
日
　
矢
掛
宿
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
選
定
　
官
報
告
示

　
27
日
　
古
屋
谷
橋  

渡
橋
式

Information
まちからの

お知らせ



【
１
月
】

　
11
日
　
矢
掛
町
防
災
士
会
　
設
立

　
12
日
　
令
和
２
年
成
人
式

　
26
日
　
矢
掛
町
消
防
出
初
式

【
２
月
】

　
７
日
　
第
４
回
矢
掛
町
ブ
ラ
ン
ド
・
移
住
・
観
光
Ｐ
Ｒ
フ
ェ
ア（
東
京
）（
〜
８
日
）

　
16
日
　
第
32
回
矢
掛
本
陣
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

　
22
日
　
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

　
26
日
　
さ
く
ら
福
祉
ネ
ッ
ト
宿
場
町
や
か
げ
　
設
立

　
27
日
　
第
１
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
会
議

【
３
月
】

　
23
日
　
町
内
３
幼
稚
園
　
閉
園
式

　
26
日
　
矢
掛
町
防
災
会
議

【
４
月
】

　
１
日
　
機
構
改
革
「
総
務
防
災
課
」・「
企
画
財
政
課
」
新
設

　
　
　
　
矢
掛
認
定
こ
ど
も
園
　
開
園

　
　
　
　
矢
掛
町
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
　
設
立

　
　
　
　
妊
娠
・
子
育
て
相
談
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　
お
ひ
さ
ま
　
開
設

　
７
日
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
　
設
置

　
24
日
　
次
亜
塩
素
酸
水
噴
霧
器
を
各
地
区
公
民
館
へ
配
付

【
５
月
】

　
20
日
　
第
３
回
矢
掛
町
議
会
第
２
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長
に

　
　
　
　
土
田
正
雄
氏
、
副
議
長
に
川
上
淳
司
氏
が
選
出

【
６
月
】

　
１
日
　
大
栄
環
境
㈱
と
災
害
廃
棄
物
等
の
処
理
に
関
す
る
協
定
締
結

　
29
日
　
矢
掛
宿
を
「
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
に
決
定

【
７
月
】

　
８
日
　
医
療
法
人
社
団 

新
風
会 

介
護
老
人
保
健
施
設 

リ
ハ
ヴ
ィ
ラ
ポ
ル

ソ
矢
掛
と
福
祉
避
難
所
の
設
置
運
営
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　
14
日
　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し
た
熊
本
県
芦
北
町
へ
支
援
物
資
を
発
送

　
18
日
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
踏
ま
え
た
避
難
所
開
設
訓
練

12月  矢掛宿「重要伝統的建造物
群保存地区」選定　

12月  やかげまるごと！
　 GoTo商店街

4月  矢掛認定こども園  開園

2月  第４回矢掛町ブランドフェア

【
８
月
】

　
１
日
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
結
団
式

　
　
　
　
や
か
げ
夏
の
行
灯
ま
つ
り
（
〜
23
日
）

　
18
日
　
備
中
西
商
工
会
と
災
害
時
の
一
時
避
難
・
災
害
復
旧
活
動
へ
の
協

力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　
30
日
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
し
た
避
難
所
開
設
・
運
営

研
修
会

【
９
月
】

　
13
日
　
中
川
地
区
防
災
訓
練

【
10
月
】

　
７
日
　
矢
掛
町
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
検
討
会
議

　
15
日
　
Ｂ
＆
Ｇ
巡
回
写
真
展
「
ス
ポ
ー
ツ
の
チ
カ
ラ
」
（
〜
24
日
）

　
16
日
　
矢
掛
宿
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
選
定
に
つ
い
て
国

文
化
審
議
会
が
文
部
科
学
大
臣
に
答
申

　
17
日
　
や
か
げ
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
ミ
ニ
版
）
開
催

　
25
日
　
岡
山
県
知
事
選
挙

　
31
日
　
令
和
２
年
度
矢
掛
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
　
表
彰
式

　
　
　
　
令
和
２
年
度
矢
掛
町
生
涯
学
習
の
つ
ど
い
　
表
彰
式
・
作
品
展

　
　
　
　
や
か
げ
郷
土
美
術
館
開
館
30
周
年
記
念
　
特
別
展
「
な
ば
た
と
し

た
か  

こ
び
と
づ
か
ん
の
世
界
展
」
（
〜
12
／
20
）

【
11
月
】

　
４
日
　
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
と
地
理
空
間
情
報
の
活
用
促
進
の
た
め

の
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　
８
日
　
鳥
取
県
・
岡
山
県
連
携
オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相
談
会

　
　
　
　
〜
鳥
取
県
若
桜
町
・
岡
山
県
矢
掛
町
〜

　
21
日
　
自
然
薯
即
売
会
（
〜
22
日
）

【
12
月
】

　
５
日
　
や
か
げ
ま
る
ご
と
！ 

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ 

商
店
街

　
５
日
　「
や
か
げ
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
実
証
運
行
（
〜
20
日
）

　
23
日
　
矢
掛
宿
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
選
定
　
官
報
告
示

　
27
日
　
古
屋
谷
橋  

渡
橋
式

Information
まちからの

お知らせ
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Information
まちからの

お知らせ

障
害
基
礎
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ま
へ

「
児
童
扶
養
手
当
」
が
変
わ
り
ま
す

●
見
直
し
の
内
容

　
こ
れ
ま
で
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
ひ
と
り
親
の
人
は
、
障
害
基
礎
年
金
等
の
額
が

児
童
扶
養
手
当
の
額
を
上
回
る
場
合
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

令
和
３
年
３
月
分
の
手
当
以
降
は
、
児
童
扶
養
手
当
の
額
が
障
害
基
礎
年
金
等
の
子
の
加
算
部
分

の
額
を
上
回
る
場
合
、
そ
の
差
額
を
児
童
扶
養
手
当
と
し
て
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
受

給
す
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
該
当
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
人
は
保
健
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線 

０
５
３
２

令
和
３
年
度
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
を
募
集

　
地
域
の
活
性
化
、
地
域
住
民
の
交
流
の
た
め
に
、
活
発
に
活
動
を
し
て
い
る
団
体
お
よ
び
個

人
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
助
成
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
条
件
（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

•

町
内
の
団
体
お
よ
び
個
人
等
が
自
主
的
に
行
う
活
動
で
あ
る

こ
と

•

将
来
の
見
通
し
と
事
業
の
目
的
が
明
確
で
あ
り
、
今
後
も
長

く
継
続
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と

•

町
の
他
の
事
業
の
補
助
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
事
業
で
あ

る
こ
と

•

清
掃
活
動
に
お
い
て
は
私
有
地
（
本
来
個
人
で
管
理
す
べ
き

場
所
）
で
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

•

同
一
団
体
に
対
し
、
１
事
業
ま
で
の
助
成
と
す
る

●
計
画
書
の
提
出
期
限
　
令
和
３
年
２
月
12
日
㈮
　
午
後
５
時

ま
で

●
計
画
書
の
受
付
場
所
　地
域
内
の
活
動
は
、
各
地
区
公
民
館

へ
提
出
。
そ
の
他
の
全
町
的
活
動
は
、役
場
企
画
財
政
課
へ
。

■問
企
画
財
政
課
企
画
係 

☎（
82
）１
０
５
７  

有
線
０
５
２
１

　
ま
た
は
各
地
区
の
実
行
委
員（
下
表
）ま
で

◎古城　國彦
　古城　賢德
　齋藤　裕規

◎中村　　徹
　片山　和典
◎安藤　壽司
　椎葉美恵子

◎加藤　　進
　岸野　榮治
◎妹山　昭和
　水谷　静夫
◎髙月憲二郎
　多賀　祐介
◎土井　重光
　藤岡真理子

●ふるさと創生実行委員（◎は公民館長）

矢
掛

美
川

三
谷

川
面
中
川
小
田

山
田

　町では、ホストタウン事業として、イタリア人パラリンピ
ック選手の写真展を次のとおり開催します。パラリンピック
選手12人のありのままの肉体に迫り、障害や美の価値観に
ついて考えさせられる写真展です。
　今年のオリンピック・パラリンピック開催に向けた機運醸
成および共生社会の実現を目指した取り組みです。
●と　き　1月15㈮～17日㈰　午前10時～午後７時
●ところ　やかげ文化センター　エントランスホール
　※入場無料
　※小学生以下のお子様は保護者同伴か保護者の助言・指導

のもと鑑賞されることを推奨します。その他鑑賞上の注
意点については、WEBサイトでご確認ください。

ホストタウンとは、東京2020オリンピック・パラリンピッ
ク開催に向け、参加国・地域との人的・経済的・文化的な
相互交流を図る地方自治体を、内閣官房が登録するもので
す。

【
保
育
士
】　
１
人

●
資
格
要
件
　
保
育
士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
の
い
ず
れ
か

●
勤 

務 

先
　
認
定
こ
ど
も
園
、
三
谷
保
育
園
、
中
川
保
育
園
、

　
　
　
　
　
　
小
田
保
育
園
の
い
ず
れ
か

【
調
理
員
】　
１
人

●
資
格
要
件
　
不
問
　
●
勤
務
先
　
町
国
民
健
康
保
険
病
院

■問
総
務
防
災
課
人
事
給
与
係
　
☎（
82
）１
０
１
０

矢
掛
町
職
員
を
募
集
会
計
年
度
任
用
職
員
（
令
和
３
年
４
月
１
日
採
用
）

内閣官房 ホストタウン アクション内閣官房 ホストタウン アクション

人
事
発
令

退
職
職
員（
12
月
31
日
付
け
）

総
務
防
災
課  

係
長

上
　
川
　
展
　
弘

矢
掛
町
矢
掛
宿

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区  

選
定

　
令
和
２
年
12
月
23
日
、
官
報
告
示
に
よ
り
矢
掛
町
矢
掛
宿
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
が
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
全
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
は
１
２
３
地

区
、
岡
山
県
内
で
は
５
地
区
と
な
り
ま
し
た
。

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
生
涯
学
習
係
　
☎（
82
）２
１
０
０

　
令
和
３
年
１
月
10
日
㈰
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
「
令
和
３
年
矢
掛
町
成
人
式
」
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
全
国
的
な
感
染
拡
大
や
、
県
内
各
地
域
に
お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
等

の
状
況
を
鑑
み
、
出
席
者
の
健
康
・
安
全
を
最
優
先
に
考
え
、
開
催
を
延
期
し
ま
す
。

　
な
お
、
開
催
日
が
決
定
し
た
際
に
は
改
め
て
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
生
涯
学
習
係
　
☎（
82
）２
１
０
０

令
和
３
年
矢
掛
町
成
人
式
の
開
催
延
期

6令和３年１月号



③検診を受ける
•検診会場や日程については、
「②受診案内」時にお知らせし
ます。

Information
まちからの

お知らせ

子育てサポーターズ通信 Vol.5

『子育ての長い道のり、学校も伴走しています』
　皆さん、こんにちは。矢掛町教育委員会教育長の嶋山です。
　今から30年近く前のことになりますが、県立西備支援学校（当時県立西備養護学校）
に４年間勤務させていただきました。１年間は中学部に、残り３年間は高等部にお世
話になり、中学部では学級担任を、高等部では主に進路担当をさせていただきました。
勤務当時、高等部に在籍していたＡ君の父親と話をする機会がありました。「今日、
個人懇談があったが、担任の先生から、『Ａ君はこれもできない、あれもできない。』
と、できないことばかりを言われた。父親としてとてもつらかった。」と涙ながらに
話されたことを今でもはっきりと覚えています。もちろん、担任はＡ君に少しでもで

きることを増やして欲しいとの思いで父親に話したのですが、一言でもＡ君の良さを伝えていたら、父親も
Ａ君の課題を受け入れることができたのではないかと思います。
　また、私が勤務していたある市の中学校で、私がいろいろ関わっていたＢ君の母親が、個人懇談が終わる
なり、私を訪ねてこられ、「先生聞いてください。」と元気なく話されました。Ｂ君のできないことや良くな
いことばかりを学級担任から聞かされ、「もう学校に来るのが嫌になった。」と。
　子育てに関して、私自身は父親としてまるっきりダメでした。反省ばかりです。そんな私ですが、子育て
で大事にしていることがあります。それは、「〝できない、できない〟ではなく、〝できることを一つでも増
やしていくこと〟」です。そしてもう一つ、「我が子の良い点をしっかり見つけて本人に伝え、それを伸ばし
ていくこと」。家庭ではもちろん、学校にいる時の姿は学校が見つけ、連絡帳などで家庭に伝えます。それ
ぞれの姿を一緒に共有していくことが子どもを伸ばすためには必要と考えます。
　「大切な我が子」一人の大切な人間として、地域の宝として、家庭・学校・地域等が連携して育んでいき
たいですね。　　　　　　　　　　　　　　　　■問教育委員会教育課（文化センター内）　☎（82）2100

　

　町
で
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
、「
矢
掛
町
地
域
農
産

物
活
用
メ
ニ
ュ
ー
等
開
発
奨
励
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

同
事
業
を
活
用
し
て
新
た
に
開
発
さ
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し

ま
す
。

①
使
用
農
産
物
　富
有
柿

②
販
売
期
間

　２月
末
頃
ま
で
（
土
日
、連
休
の
祝
日
営
業
）

③
特  

　
　

 

徴
　完
熟
富
有
柿
を
丸
ご
と
使
用
し
た
、
添
加
物

不
使
用
の
デ
ザ
ー
ト

④
販
売
場
所
　桃
源
郷
は
な
し
の
里
　憩
い
の
館

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係
　☎（
82
）１
０
１
６

令
和
３
年
度
検
診
対
象
者
調
査
票
を
配
付
し
ま
す

　町
愛
育
委
員
に
よ
り
、「
令
和
３
年
度
検
診
対
象
者
調
査
票
（
オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
）」
を
配
付

し
ま
す
。
こ
の
調
査
票
は
、
令
和
３
年
度
に
が
ん
検
診
等
の
受
診
を
希
望
す
る
か
ど
う
か
の
事
前

調
査
で
す
。
調
査
票
に
記
入
し
、
左
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
配
付
対
象
世
帯
　が
ん
検
診
の
対
象
で
あ
る
「
女
性
20
歳
以
上
、

　男
性
40
歳
以
上
」
の
人
が
い
る
世
帯
（
世
帯
ご
と
に
１
通
配
付
）

※

年
齢
は
令
和
３
年
度
末
年
齢
を
基
準
に
し
て
い
ま
す
。

※

町
内
会
未
加
入
世
帯
へ
は
郵
送
さ
れ
ま
す
。

●
配
付
期
間
　令
和
３
年
１
月
８
日
㈮
〜
１
月
31
日
㈰
（
順
次
配
付
）

●
提
出
期
限
　令
和
３
年
２
月
15
日
㈪

■問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
・
保
健
業
務
係
　☎（
82
）１
０
１
３
　有
線 

９
６
３
０

矢
掛
町
の
農
産
物
を
活
用
新
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
②

①調査票を提出

がん検診等の
受診までの流れ

②受診案内が届く
　町で調査票を取りまとめ、受
診希望があった人へ次のとおり
ご案内します。
•夏の地区けんしんで受診する
がん検診等⇒７月頃に愛育委
員より受診票を配付

•矢掛病院で受診する検診等
　⇒矢掛病院から受診日の書か
れたハガキを送付（４月～順
次）

　自宅へ届いた「検診対象者調
査票」へ、受診を希望する検診
欄に「１」を記入し町へ提出。

早期発見、早期治療をするためには、
「健康なとき」に検診を受けること
が大切です。検診を受けましょう。

柿シャ
ーベッ

ト

柿シャ
ーベッ

ト
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令  

和
２
年
分
の
申
告
相
談
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す

の
で
、申
告
が
必
要
と
な
る
人
は
必
ず
期
限
ま
で
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

TAX所得税および復興特別所得税
町 県 民 税　の申告相談

■問 町民課住民税係・資産税係　☎（82）1011　有線0561
　 笠岡税務署  ☎0865（62）3111 

所得税等の確定申告は税務署へ
　営業所得、農業所得、不動産所得、太陽光売電所得、配当所得、分離課税所得（土地・
建物・株式等の譲渡所得）、住宅ローン控除（1年目）などがある人で、所得税等の確定
申告が必要な人（青色申告者を含む）は、笠岡税務署での相談をお願いします。
　ただし、確定申告会場の混雑緩和のため、会場への入場には「入場整理券」が必要です。
　なお、入場整理券の配付状況に応じて後日の来場をお願いすることもあります。
　（入場整理券は税務署で当日配布。LINEでも事前発行しています。）
　所得税等の確定申告書を自分で作成した人は、郵便やe-Taxなどにより申告期限ま
でに税務署へ提出してください。
　【笠岡税務署】　〒714-0086　笠岡市五番町5-48
　　受付期間　2月16日㈫～3月15日㈪　平日午前8時30分～午後4時

◆
申
告
が
必
要
な
人

●
 

令
和
２
年
中
に
営
業
、
農
業

な
ど
事
業
所
得
や
地
代
、
家

賃
、
配
当
、
譲
渡
、
年
金
な

ど
の
所
得
の
合
計
額
が
基
礎

控
除
（
48
万
円
）
な
ど
の
所

得
控
除
の
合
計
を
超
え
る
人

※ 

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額

が
４
百
万
円
以
下
で
公
的
年

金
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以

下
の
人
は
、
所
得
税
等
の
確

定
申
告
は
不
要
で
す
。
た
だ

し
、
こ
の
場
合
で
も
町
県
民

税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◆ 

給
与
所
得
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
）
の
場
合

　
通
常
、
所
得
税
等
は
年
末
調

整
に
よ
っ
て
精
算
さ
れ
ま
す
の

で
確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
人
は
申

告
が
必
要
で
す
。

●
 

給
与
年
収
が
２
千
万
円
を
超

え
る
人

●
 

給
与
以
外
の
所
得
金
額
の
合

計
が
20
万
円
を
超
え
る
人

●
 

給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
も

ら
っ
て
い
る
人

所
得
税
等
の
確
定
申
告

　
令
和
３
年
１
月
１
日
現
在
、

矢
掛
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
次

に
該
当
す
る
人
は
申
告
が
必
要

で
す
。（
た
だ
し
、
所
得
税
等

の
確
定
申
告
を
す
る
人
は
不

要
。）

●
 

令
和
２
年
中
に
営
業
、
農
業

な
ど
事
業
を
営
ん
で
い
る
人

●
 

地
代
、
家
賃
、
不
動
産
取
引

に
よ
る
譲
渡
な
ど
の
所
得
が

あ
っ
た
人

※ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
「 

収
入
が
な
い
」
場
合
も
申

告
が
い
る
の
？

　
収
入
が
な
い
場
合
も
本
人
ま

た
は
ご
家
族
の
町
県
民
税
、
国

民
健
康
保
険
税
、介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
算

定
の
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
の

で
、
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
た
だ
し
他
の
人
の
扶
養
親
族

と
し
て
会
社
の
年
末
調
整
ま
た

は
確
定
申
告
を
行
う
場
合
は
不

要
で
す
。）

　
な
お
、
申
告
を
し
て
い
な
い

と
前
述
の
保
険
税
・
料
な
ど
の

軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

町
県
民
税
の
申
告

  申告書にはマイナンバーの記載が必要です！！
　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴い、申告手続きにはマイナンバーの
記載とともに、本人確認書類の提示が必要です。

申告相談期間
2月16日（火）～ 3月15日（月）土・日・祝日を除く。

　受付時間：午前８時30分～　　相談時間：午前９時～正午、午後１時～４時

  場所：農村環境改善センター・多目的ホール
　※各地区公民館での地区ごとの相談会場は設けません。
　※所得税等の還付申告の書類は、１月4日㈪ 以降、税務署で受け付けています。
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申告会場に来られる際には、新型コロナウイルスの感染防止の観点から以下のことについて、ご協力を
お願いいたします。
•今回の申告会場は、農村環境改善センターの多目的ホールとなりますのでお気をつけください（各公民館での地区
毎の申告会場は設けません）。

•会場内では常時マスクを着用してください。
•受付にて検温および体調確認を行います。37.5 度以上の発熱のある人および体調不良の人は入場をお断りさせてい
ただきますので、予めご了承ください。

•入場時に手指のアルコール消毒をお願いいたします。
•常時換気を行いますので、体温調節のできる服装でお越しください。
•状況により来場者の人数制限をさせていただく場合がありますので、予めご了承ください。
•なるべく、e-Tax の利用や郵送での申告にご協力ください。

下記に該当される人はご来場をお控えください
①　ご自宅での検温により、37.5 度以上の発熱があった人および下記の症状を自覚される人
　※咳、呼吸困難、全身倦怠感、咽頭痛、味覚・嗅覚障害、下痢、嘔気・嘔吐、鼻水・くしゃみ等の症状
②　ご来場の14日以内に、同居家族や職場、学校など身近に新型コロナウイルス感染症の感染者もしくは感染の可能
性がある人がいらっしゃる人

③入管法に基づく入国制限の対象となっている地域から日本へ入国後14日間経過していない人（日本人の方も含みま
す）

④ご来場の14日以内に、感染警戒地域を訪問された人

TAX税の申告相談

□  マイナンバーカード（個人番号カード）
　  ※お持ちでない人は「通知カードまたはマイナンバー
記載の住民票」および「本人確認書類（運転免許証など）」

□  印鑑（シャチハタ不可）、筆記用具、電卓
□  申告書用紙（税務署から申告書を送付されている人）
□  給与や年金がある人は源泉徴収票、支払報告書 
□  営業、農業、不動産、太陽光売電などの各収入がある人
は収支内訳書を作成の上、収入や支出が証明できるもの

　 ※事前に整理、集計をお願いします。
□  個人年金や生命保険などの満期受取金収入があった人
は、受領金額、支払金がわかる書類

□  平成30年分の申告で雑損控除の適用を受けた人は、
令和元年分の申告書（損失申告用）第四表の控え、平成
30年分の申告所（損失申告用）第四表の控え

□  社会保険料控除を受ける人は、国民健康保険税などの
支払額がわかるものや国民年金の控除証明書など

□  生命保険料控除、地震保険料控除を受ける人は、保険料
の支払用控除証明書

□  医療費控除を受ける人は、医療費控除の明細書、保険
で補てんされる金額の明細書等

　 ※事前に整理、集計をお願いします。
□  寄附金控除を受ける人は寄附金の領収書（ふるさと納
税ワンストップ特例の申請を提出している人であって
も、確定申告する場合は、寄附金受領証明書が必要と
なります）

□  障害者控除を受ける人は障がい者であることが明らか
にできるもの（障害者手帳など） 

□  親族関係書類および送金関係書類（日本国外に居住す
る親族に係る扶養控除等の適用を受ける場合）

□  源泉徴収の還付を受ける人は、振込み先の口座が分か
るもの

　速やかに申告相談を行うため、特に次のものについては
事前準備をしてお越しください。
●医療費控除を申告するための医療費控除の明細書
　（医療保険者が発行する医療費通知を添付すれば、記載
が簡略化できます。）
● 営業所得、農業所得などの収支内訳書
※予め整理、集計して作成した上でご持参ください。

事前準備でスムーズな申告を

申告に必要なもの 申告に必要な書類について
●収支内訳書、申告書などの必要書類は、２月か
ら町民課でお渡しできる予定です。
●所得税等の確定申告用の書類は、国税庁ホー
ムページからも印刷可能です。
●町県民税の申告用の書類は、町ホームページ
からも印刷可能です。

平成30年分の申告で雑損控除の適用を受けた人へ
　平成30年７月豪雨で被災し平成30年分の申告で雑損
控除の適用を受けた人で、平成30年および令和元年分の
所得金額から控除しきれなかった金額（翌年以後に繰り越
される雑損失額）がある人は、申告することによって令和
２年分の所得金額から控除できる場合があります。
　申告相談の際には雑損失の繰越し額が分かる「令和元年
分の申告書（損失申告用）第四表の控え」および「平成30
年分の申告書（損失申告用）第四表の控え」を必ずご持参
ください。

申告会場における新型コロナウイルスの感染防止について



保健福祉課介護保険係
　 ☎（82）1013　 有線　0572
問

2月の健康カレンダー

Health  Calendar　FebruaryHealth  Calendar　February

健康・子育て・こころ

受付：午後０時３０分～１時２０分
（２部制で受付を行います）  3日㈬ ３歳児健康診査

受付：午前９時～１０時
開催：午前９時～17日㈬

すこやか育児学級
対象：7～10か月児25日㈭

育児相談

18日㈭ 栄養改善教室

受付・開催と　き 内　　　容
休日当番医

  7日㈰
11日㈭/㈷
14日㈰

※事前に連絡をしてから受診してください。

☎(82)１３２６矢　掛　病　院
21日㈰ ☎(82)１０５０小　塚　医　院

☎(84)０００１あゆみクリニック
☎(82)１３２１水川内科医院

と　　き 病　　　院　　　名

※３歳児健康診査の会場は、農村環境改善センターです。
※すこやか育児学級・育児相談の会場は、老人福祉センターです。

最期まで 自分らしく 生きるために
～エンディングノートをご存じですか？～

23日㈫/㈷ ☎(82)０２０２山縣内科医院
28日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院

開催：午前９時～午後１時

　皆さんは、もしもの時にどこまでの医療を望むか考えたことはありますか？
　「寝たきりで意識もない状態になったら、人工呼吸器はつけないでほしい」、「私はできるだけ延命治療をしてほしい」
など、人にはさまざまな思いがあります。その思いを元気なうちから誰かに伝えておくことが重要です。
　「縁起でもない」と思われるかもしれませんが、死は誰にでも訪れます。年をとると、病気がちになり、治療を受けな
がら生活していくことになるかもしれません。そして、それはご家族や周囲の人の生活にも関わってきます。
　もしもの時に家族や周囲の人が困らないように、今から自分がどのような医療や介護を受けたいか、または受けたく
ないかを日頃から、しっかりと話し合っておきましょう。

　エンディングノートを書くことで、どのような治療を選択するか、介護の方針や葬
儀をどうするかなど決断を強いられる際にも家族の負担が軽減されます。

●エンディングノートとは　 自分に万が一のことが起こったときに備え、あらかじめ家族や周囲の人に伝えたいこと
を書き留めておくノートや手紙のこと

●エンディングノート作成の流れ

エンディングノート

受付：午前９時１０分～９時３０分
開催：午前９時３０分～

町では、エンディングノートを作成し、いきいきサロンや各
種イベント等で配布しています。町内在住の人には無料で差
し上げますので、ご入用の人はぜひご連絡ください。

STEP2
選び

もしものとき、あなたの思いを伝えて
くれる人を選びましょう

STEP3 相談かかりつけ医に相談してみましょう
●これから予想される経過
●受けるであろう治療や介護

具体的には、

STEP4 話し合い希望する医療や介護について話し合いましょう
　あなたが希望する医療や介護について、あなたの希望や思
いを理解してもらうためにご家族、周囲の人と話し合ってみ
ましょう。
　このような話し合いを続けることにより、孤独死を防ぐこ
とにもつながります。

STEP1
考えて
治療する際に、大切にしたいことを
考えてみましょう

・家族や友人のそばにいたい

STEP5 書き留めて書き留めておきましょう

エンディングノートを活用しましょう！

　話し合った内容は記録として書き残し、
家族・周囲の人と共有しておきましょう。
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■問（一財）矢掛町観光交流推進機構【やかげＤＭＯ】 矢掛 2552番地２（旧矢掛商業高校跡）
　☎（83）0001　FAX（83）0025　メール　yakage-kanko@yakage-dmo.or.jp

新年のごあいさつ 新年のごあいさつ 
　理事長　金　子　晴　彦　

　明けましておめでとうございます。
　輝かしい令和 3 年の新春を、ご健勝でお迎えのことと心からお慶び申し上げます。また平素から町の
観光振興および当財団の活動にご理解とご協力を賜り、心から感謝申し上げます。
　さて、昨年は新型コロナウイルス感染症が世界中に影響を及ぼし、日本でも東京オリンピックの延期
をはじめ、各地で感染が広がり、日本経済や国民の生活様式にまで影響が出ました。当財団では新型コ
ロナウイルス感染症拡大の影響を受けた飲食事業者や観光関係事業者を支援し、この困難を乗り越える
べく活動してまいりました。具体的にはプレミアム付飲食券の発行、マイクロツーリズムによる町内観
光ツアーの企画、新しい生活様式に対応した宿泊を体験いただく無料宿泊モニターツアーの実施、旅行
会社のツアー等での誘客による飲食店や観光施設、町内交通事業者の活用促進補助金の交付などを行い
ました。昨年末、矢掛町矢掛宿が重要伝統的建造物群保存地区に選定されたことに続き、本年は３月に
道の駅山陽道やかげ宿や矢掛中心市街地の無電柱化による景観整備が完成し、観光におい
て矢掛町の大きな節目の年になります。当財団はそれらの新しい観光資源と既存の魅力あ
る観光資源を活かして、観光推進を行ってまいりますので、皆様のより一層のご理解とご
協力を心からお願い申し上げます。
　結びに、本年が皆様にとりまして、健康で夢と希望に満ちた一年となりますよう祈念申
し上げ、新年のごあいさつといたします。

やかげＤＭＯ通信やかげＤＭＯ通信

全国大会出場生徒を激励

みんなのパネル展を開催

　ハイスクールマンザイ
2020 決勝戦（12/13　オ
ンライン）に出場。（写真左
から）矢掛高校 2 年生山縣
健明さん（宇内）、佐藤大地
さん ( 江良 )

　12 月 3 日〜 9 日の障害者週間にあわせて、「みんなの
パネル展」を開催しました。
　障がい児や障がい者が作成した作品（絵画、写真、書、
工芸品 ) などをパネル展示しました。

　12 月 7 日、大王パッケージ株式会社と「災害時にお
ける段ボール製品の供給に関する協定」を結びました。
　今回の協定は、風水害や地震等による大規模な災害発 
生時あるいは発生の恐れがある場合に、避難所の運営に
必要なベッド、間仕切り、簡易トイレ等の段ボール製品
の迅速な供給の協力を要請できるというものです。
　山野町長は「新型コロナウイルス感染症を踏まえた避 
難所開設・運営が必要な中、注目されている段ボール製 
品の供給について重要な協定を締結することができた」 
と話しました。

災害時の段ボール製品供給について
協定を締結

↑協定書を手にする北田部長（写真左）と山野町長

今 月 の 出 来 事
まちの
わだい
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Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

展　示　室

町民ギャラリー

◆やの会美術展　　　　　　  1 月   5 日（火）〜 11 日（月・祝）

◆暮らしの書　年賀状展　   1 月 14 日（木）〜 17 日（日）

　
■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　2021年（令和３年）の幕開けです。「モ
4

ウ
4

！！いい加減にして」と今年の干支の叫び…。
今年は明るい話題で過ごしたいですね。図書館には時間を楽しく過ごすことのできる書
籍がたくさんあります。
　昨年は入館者数も少なくさびしい１年でした。今年は多くの皆さんにご利用いただけ
ればと思います。お気軽にお立ち寄りください。

カウンターからの情景

は休館日

2月の図書館カレンダー

28

日

8
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火水木金土月

1月の休館日
　12日（火）・18日（月）・25日（月）

みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

＊入場無料

図書館のイベント
おはなしらんど
◆と　き　1月23日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　矢掛町立図書館　幼児コーナー
◆内　容　�絵本の会「ゆめ」の皆さんによる絵本の

読み聞かせやエプロンシアターなど楽
しいおはなしがいっぱい。

えいごであそぼう
◆と　き　1月24日㈰　午前11時
◆ところ　矢掛町立図書館
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲーム

など
※�先生の都合により日時が変更になる場合がありま
すのでＨＰやチラシ等でご確認ください。

日時、内容等は図書館へお問い合わせください。

郷土にゆかりのある本
「聞き書き 2019　備中」

　開館30周年を記念した特別企画展の最後を締めくくる本展で
は、矢掛町にゆかりのある作家たちの貴重な作品を一堂に展示し
ます。この展覧会により、地域の芸術文化へのさらなる見識を深
める機会となれば幸いです。
【出展作家】
　野木定次郎　片岡銀蔵　小坂健三　佐藤一章　森　昌俊
　田中塊堂　　石井梅僊　三宅順風　中村江谿　武井泰道

【同時公開】
　ピカソの絵のあるワイシャツと絵皿展

　　　　　　　開館30周年記念 特別企画展

　　　　「矢掛ゆかりの作家展」　　開催中　2月28日（日）まで

中村江谿「 暮　雪 」

矢掛高等学校の生徒さんが聞き手になった作品が載っています。
ぜひ、ご覧ください。

明けましておめでとうございます

みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。
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■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

※歩行者優先安全プロジェクト第１弾
～目と手で合図！ストップ運動実施中～
　ドライバーの皆さん、横断歩道で渡れなくて困ってい
る歩行者がいませんか。
　ドライバーは、横断しようとする歩行者がいないこと
が明らかな場合を除いて、減速義務があります。「止まれな
いので通過してしまおう。」とならないようにしましょう。
　また、歩行者の皆さんは、普段、どのように横断歩道
を渡っていますか。県警では現在、「目と手で合図！ストッ
プ運動」を実施しています。これは、歩行者が横断歩道
に近づくドライバーに、顔を向けてアイコンタクトを送
る、手を挙げるなどの方法により、横断歩道を渡る意思
表示をするというものです。
　皆さん、我々とともにこの運動を広めていきましょう。

　110番は、事件や事故など各種事案の早期解決のために
必要不可欠な「県民の皆さんと警察を結ぶ緊急時の大切な
ホットライン」です。
　事件や事故でお困りの時や、事件・事故を目撃された時
には、一刻も早い110番通報をお願いします。
　しかし、数多くある110番通報のうち、いたずら電話や
緊急性のない110番通報が後を絶たず、真に緊急な通報の
弊害となっています。正しい110番の利用を心掛けましょう。
　また、間違って110番した場合は、慌てて電話を切らず
に、間違って110番したということを電話に出た警察官に
話してください。警察への問い合わせや要望・苦情は、最
寄りの警察署や交番、駐在所へお願いします。
　緊急性のない相談は、警察総合相談電話（＃9110）を
利用してください。

新年あけましておめでとうございます
※110番通報の適切な利用

読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

井原警察署
矢掛幹部派出所

    すず  き だい  ち

鈴木大智くん（里山田）
（R2 年 1 月23 日生まれ）
生まれてきてくれてありがと
う！大すきすきだよ☆

我が家の
アイドル
我が家の
アイドル

Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

〔第58回　コメツキバッタ〕
　ショウリョウバッタは後ろ脚を手でつまむとピョコピョコと体を上
下に揺らします。その動きが、唐

から
臼
うす
で玄米から糠

ぬか
を取り除いて白米に

する（精米する）作業に似ているのでコメツキバッタと呼ばれます。
唐臼の端を足で踏んで放して杵

きね
を落下させることから、精米すること

を「米を踏む」と言います。
〔文・写真　矢掛SATOYAMA未来計画〕

★ 対 象 者★　 町内在住で令和 2 年 2 月生
まれのお子さん

★応募期限★　令和3年1月29日（金）必着
★ 応募方法★　写真に①住所②氏名（ふりが

な）③性別④生年月日⑤電話番号⑥ 20字
程度のメッセージを添えてご応募くださ
い。

★ 応 募 先★　総務防災課秘書広報係
　〒714−1297　（役場専用）　矢掛町矢掛3018
　☎（82）1010　有線 0522

満１歳のお祝いに写真を掲載しませんか？

2月生まれ募集中

シ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ
バ
ッ
タ

唐
臼
（
か
ら
う
す
）

読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

消防本部からのおしらせ ■問 消防本部予防課　☎（62）9402

　文化財は私たちの貴重な財産であるため、このような
各種災害から文化財を守るためには、関係機関や文化財
関係者のみならず、地域住民である皆さんの防
火・防災意識を高めていただくことが重要です。
　国・県・市により指定されている文化財はも
とより、地域の神社、仏閣もみなさんの財産で
す。地域ぐるみで文化財を各種災害から守りましょう。

１月26日は文化財防火デーです
　昭和24年１月26日法隆寺金堂の壁画が焼損したこと
により、昭和30年から毎年１月26日を「文化財防火デー」
と定めており、今年で67回目になります。これは文化財
を火災、震災その他の災害から守るための運動を全国的
に展開し、文化財愛護精神の高揚を図ることを目的として
います。
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各課直通電話

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

わたしたちのまち

information
おしらせ

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課
☎（８２）１０１０

企画財政課
☎（８２）１０５７

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

「
コ
ー
ポ
さ
く
ら
」
入
居
者
募
集

◦
住
　所
　
里
山
田
９
２
１
番
地
１

◦
募
集
戸
数
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

◦
家
　賃
　（
月
額
）４
０
，
０
０
０

円
・
駐
車
場（
月
額
）３
，
０
０
０
円

◦
募
集
期
間
　
１
月
12
日
㈫
～
20
日

㈬
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■問
建
設
課
管
理
住
宅
係

☎（
82
）１
０
１
４
　
有
線
０
６
０
５

陸
海
空
自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て

　
防
衛
省
で
は
陸
海
空
自
衛
官
を
募

集
し
ま
す
。

◦
募
集
種
目
　
さ
ま
ざ
ま
な
国
家
資

格
取
得
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
「
自
衛
官

候
補
生
」

◦
受
験
資
格
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

（
男
女
問
わ
ず
）

◦
受
付
期
間
　
年
間
を
通
じ
て
行
っ

て
い
ま
す
。

◦
試
験
日
　
各
試
験
日
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
　
高

梁
地
域
事
務
所

☎
０
８
６
６（
22
）２
３
１
４

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

出
張
相
談
in
矢
掛

◦
と
　き
　
１
月
22
日
㈮
・
29
日
㈮
・

２
月
12
日
㈮
・
26
日
㈮
　
午
前
10
時

～
午
後
３
時
（
正
午
か
ら
午
後
１
時

を
除
く
）

※
通
常
期
と
開
設
時
期
が
一
部
異
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
相
談
内
容
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

の
職
員
が
求
人
情
報
の
提
供
・
職
業

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◦
相
談
料
　
無
料

◦
対
象
者
　
矢
掛
町
内
に
住
所
を
有

す
る
人

◦
申
　込
　
産
業
観
光
課
へ
電
話
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。
予
約
な
し
で

も
相
談
可
能
で
す
が
、
予
約
さ
れ
て

い
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

　
☎（
82
）１
０
１
６

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

　
☎（
62
）２
１
４
７

岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

出
張
相
談
所
in
矢
掛
町

　
備
中
西
商
工
会
と
矢
掛
町
が
、
中

小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者
の
新
た

な
事
業
展
開
、
ま
た
経
営
上
の
諸
問

題
解
消
の
場
と
し
て
、
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

◦
と
　き
　
２
月
17
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
５
時

◦
と
こ
ろ
　
備
中
西
商
工
会
本
部

（
矢
掛
）
会
議
室

◦
対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
小
規
模

事
業
者

◦
申
込
締
切
　
２
月
３
日
㈬
　
午
後

５
時
ま
で

■問
備
中
西
商
工
会
本
部
（
矢
掛
）

☎（
82
）０
５
５
９

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　「
仕
事
を
探
し
て
い
る
」「
働
く
こ

と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
」
15
～
49
歳
ま
で
の
若
者

の
皆
さ
ん
の
「
働
き
出
す
力
」
を
多

様
な
支
援
に
よ
り
引
き
出
し
ま
す
。

◦
と
　き
　
２
月
10
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
対
象
者
　
15
～
49
歳
の
人
ま
た
は

そ
の
保
護
者

※
相
談
無
料
・
要
予
約

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

水
道
管
漏
水
修
繕
工
事（
夜

間
）へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
11
月
20
日
㈮
の
夜
か
ら
翌
早
朝
に

募

　
　集

お
知
ら
せ

有料広告 有料広告

《診療科》《診療科》《診療科》
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

新倉敷メディカルスクエア
〒713�8102　倉敷市玉島 1719　TEL.（086）525-5001

土・日も診療！！
（木・祝休診）

相

　
　談
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各課直通電話

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

わたしたちのまち

information
おしらせ

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課
☎（８２）１０１０

企画財政課
☎（８２）１０５７

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

◦
使
用
不
可
期
間
　
２
月
16
日
㈫
～

３
月
31
日
㈬

※
工
事
の
進
捗
に
よ
り
期
間
が
前
後

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■問
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎（
83
）１
１
０
０
　
有
線
２
６
２
０

ふ
れ
あ
い
会
館
講
座
生

発
表
会
・
人
権
啓
発
講
演
会

◦
と
　き
　
令
和
３
年
２
月
27
日
㈯

　
午
前
11
時

◦
と
こ
ろ
　
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー

◦
講
座
生
発
表
会

　
午
前
11
時
～
　
各
講
座
作
品
展
示

　
午
後
１
時
～
　
舞
台
発
表

◦
講
演
会

　
午
後
２
時
20
分
～
開
会

　
午
後
２
時
30
分
～
開
演

※
入
場
無
料
・
整
理
券
不
要

◦
テ
ー
マ
　
ア
フ
リ
カ
少
年
と
考
え

る
多
様
性
の
あ
る
社
会

◦
講
　
師
　
星
野
　
ル
ネ
氏

■問
ふ
れ
あ
い
会
館

☎（
83
）０
１
１
９
　
有
線
５
３
５
０

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

２
月
１
日
㈪
・
19
日
㈮
　
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

２
月
１
日
㈪
、
8
日
㈪
、
15
日
㈪
、

22
日
㈪
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１
　
有
線
９
６
０
９

海
洋
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ

空
調
設
備
設
置
工
事
の
た
め

使
用
を
中
止
し
ま
す

　
海
洋
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
空
調
設

備
設
置
工
事
を
次
の
と
お
り
行
う
た

め
、
こ
の
期
間
中
は
海
洋
セ
ン
タ
ー

ア
リ
ー
ナ
が
全
面
使
用
不
可
と
な
り

ま
す
。

　
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、そ
の
他
の
施
設
（
プ
ー
ル
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム
）
に
つ
い
て
は
、
通
常

と
お
り
営
業
予
定
で
す
。

か
け
て
実
施
し
ま
し
た
、
水
道
本
管

の
漏
水
修
繕
工
事
に
対
し
て
、
矢
掛

市
街
地
中
西
部
の
皆
さ
ん
に
は
、
断

水
・
濁
水
発
生
時
の
準
備
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
広
範
囲
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
中
で
の
工
事
実
施
と
な
り
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
お
か
げ
で
無
事
に
21
日
㈯
の
早
朝

ま
で
に
漏
水
工
事
を
完
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
安
全
・

安
心
な
飲
用
水
を
安
定
し
て
お
届
け

で
き
る
よ
う
、
施
設
の
維
持
管
理
に

努
め
ま
す
。

■問
上
下
水
道
課

☎（
82
）０
１
７
３

有料広告

墓石・文字彫りのことなら
お任せください。

墓地・墓石のリフォーム＆クリーニング、
各種石工事、遺品整理、収集品の買取り
なども承ります。
矢掛町内田379　☎（0866）82-1369　
FAX（0866）82-3488　携帯090-8364-0228　

守屋石材守屋石材守屋石材

手当・給付のお知らせ
手当・給付の内容 振 込 日 お問い合わせ
後
期
高
齢
者

医
　療

療養費（コルセット等）
（11 月申請分）  2 月 5日㈮ 町民課

国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571

高額療養費
（12 月申請分）  １月15日㈮

ひとり親家庭等医療費
子ども医療費（12 月申請分）  １月29日㈮ 保健福祉課子育て支援室

☎（82）1013
有線 0532児童手当 （10月～ 1 月分）  2 月５日㈮

心身障害者医療費
（12 月申請分）  １月29日㈮ 保健福祉課福祉推進係

☎（82）1013　有線 0532

※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。
※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。

今月の納税・納付
納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限

町県民税（４期） 2 月 1 日㈪ 2 月1 日㈪

水道料金・下水道料金
（山田・川面・中川地区） １月25日㈪ 2 月1 日㈪

知って得する！農業者年金②（全2回）
農業者年金の加入要件について
　農業者年金に加入するためには、次の３つの条件を満
たしている必要があります。
①国民年金の第１号被保険者
② 年間60日以上農業に従事している人
　（１日　数時間の農作業等でも１日として換算）
③年齢が 60歳未満であること
　また、上記の条件を満たした上で、更に次の条件を満
たしている人は、最長で 20 年間保険料に対して、国の
補助を受けることができます。なお、この補助を受ける
期間の保険料は月２万円に固定され、加入者が負担する
保険料は２万円から国庫補助額を差し引いた金額となり
ます。
①60歳までに納付期間が20年以上見込
　まれること
②農業所得が 900 万円以下であること
③ 次の表の区分のいずれかの要件を満た
　していること

■問 農業委員会事務局（産業観光課内）
　 ☎（82）1016

区
分 必要な条件

国庫補助額
35 歳未満 35 歳以上

１ 認定農業者で青色申告者 1万円（５割） 6千円（３割）

２ 認定就農者で青色申告者 1万円（５割） 6千円（３割）

３
区分１または２の者と家族経
営協定を締結し、経営に参画
している配偶者または後継者

1万円
（５割）

6千円
（３割）

４
認定農業者または青色申告者
のいずれか一方を満たす者で、
３年以内に両方を満たすこと
を約束した者

6千円
（３割）

4千円
（２割）

５
35歳まで（25歳未満の場合
は10年以内）に区分１の者と
なることを約束した後継者

6千円（３割） ―
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令
和
3
年
1
月
7
日
発
行

（
月
1
回
発
行
）

■
発
行
　
矢
掛
町
役
場

■
編
集
　
総
務
防
災
課
秘
書
広
報
係

〒
714-1297 （

役
場
専
用
）

岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
3018　

TEL 0866
(82)1010

㈹
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
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矢高にロックオン
― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

2021. 1
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　矢高の「やかげ学」の授業では、地域の施設で一年間の実習活動が行
われます。そこでの学びの成果を発表する「やかげ学発表会」がやかげ
文化センターで開かれました。地域の人から学び、
自信をつけた3年生たちの堂々とした姿が印象的
でした。

やかげ学発表会Top News
12月12日㈯

リージョナルモデル通信　⑱ＲＭアンケート結果（５：やかげ学）

　昨年度に実施した矢掛町内アンケートでは「やかげ学」に関する質問もありました。今年度で「やかげ学」は10年目を
迎えます。
　これからも地域の人からのご意見やご感想も取り入れながら、町の中に定着した学びの機会にしていきたいと思ってい
ます。

　毎月第二日曜日に開かれている町内のベトナムの人が対象の日本語教
室。矢高生もボランティアとして参加しています。今月は交流会として、
矢高生が企画したゲームやスピーチなどが行われました。ソーシャルデ
ィスタンスは保ちつつ、心の距離は近くなるような交流ができたようで
す。

ベトナム日本語教室交流会 12月13日㈰

　旧マルナカ矢掛本陣店跡地で行われたイベント「やかげまるごと！Goto
商店街」に、地域ビジネス科2年生が参加。地域の商店とコラボして商品
開発した「チョコかりんとう」を販売しました。大好評のこの商品はわず
か2時間で完売。実践的なビジネスを勉強できる良い機会になりました。

Goto商店街 12月5日㈯

矢高の活動で知っているものは？
（全住民回答）

0% 10% 20% 30% 40% 50%
授業
部活動
地域活動
進路実績
やかげ学
商品開発
資格取得
行事

やかげ学の感想は？
（中学生回答）

楽しかった 72.8%

覚えていない
9.6%

楽しくなかった
0.9%

何も感じない
10.1%

やかげ学で矢高イメージは変わった？
（中学生回答）

覚えていない
11.0%

進学したく
なった 7.5%

その他 6.1%

イメージが
悪くなった
0.0%

興味が出た
42.5%

何も変化
なし
32.9%

編

集

後

記

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
今
月
号
の
表
紙
を
飾
り
た
く
、「
日

の
出
」
を
撮
影
し
ま
し
た
。
冬
の
日

の
出
の
光
は
優
し
く
、
新
し
い
一
年

を
気
持
ち
良
く
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
お
正
月
は
い
か

が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

　
さ
て
、
今
年
も
話
題
に
尽
き
な
い

矢
掛
町
の
情
報
を
全
力
で
発
信
し
て

い
き
ま
す
。「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ

り
」、
皆
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
特
集
を
増
や
そ
う
と
計
画
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
２
０
２
１
年

も
「
広
報
や
か
げ
」
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
と
っ
て
健
康
で
笑
顔
あ

ふ
れ
る
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。
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